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（報道資料） 

 

タニタ本社「ふれあい広場」を拡張し、リニューアルオープン 

憩いの場として地域に開放するとともに、働き方改革にも活用 

 

２０２０年１０月１９日 
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青空ミーティングなど働き方改革にも活用する「ふれあい広場」 
 
 

健康総合企業の株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１４－２、社長・谷田千里）は

１１月６日（金）、本社に隣接する旧Ｒ＆Ｄセンター跡地を活用して多目的広場「ふれあい

広場」を拡張し、リニューアルオープンします。拡張面積は約１８５０平方メートル。な

だらかな丘状に天然の芝生を敷き暖かみのあるデザインとなっているのが特徴です。隣接

する従来のスペースと合わせて地域住民に開放し、憩いの場として活用してもらいます。

また、弊社としても「働き方改革」の一環として、青空ミーティングや社員同士の交流の

場として活用。社内外のコミュニケーションの活性化を図るとともに、コロナ禍における

従業員の気分転換、ストレス軽減などへとつなげていきたいと考えています。 

 

「ふれあい広場」は、憩いの場としてはもちろん、健康づくりの場としても活用できます。

拡張した敷地内には、全周１３６メートルのウオーキングロードを備えており、例えば、

１０周することで約２０分歩いたことになり、約５０ｋｃａｌのエネルギーを消費するこ

とができます（体重が５０ｋｇの人の場合）。また、全面が芝生となっているため、自然を

感じながら青空ヨガやストレッチを楽しむこともできます。利用時間は平日９時から１７

時３０分まで。 
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このほか、弊社では「ふれあい広場」を働き方改革にも活用していきます。弊社はこれま

で、社員のからだや行動の変化を「見える化」することで健康的な行動変容を促す「タニ

タ健康プログラム」、社員が個人事業主に転じて主体性を発揮しながら働ける仕組み「日本

活性化プロジェクト」、アルコールを含む飲食ができるコミュニケーションスペース「ＩＣ

ＯＵ」の社内設置など、健康でやりがいを持って働くための施策に取り組んできました。「ふ

れあい広場」の拡張に伴い、敷地内には自由にレイアウトできるアームチェアやピザ窯、

バーベキューグリルを設置しました。これにより、青空ミーティングを実施して自由な発

想を促したり、ランチや社内パーティーの場として従業員同士のコミュニケーションの促

進やストレスの軽減を図ったりすることができるとみています。これらの設備は火気の使

用も伴うため当面は従業員専用としますが、今後は地域住民を対象とした食育イベント等

にも活用していく予定です。 

 

タニタは１９９０年から「ふれあい広場」を一般に開放しています。周囲をフェンスで囲

っていることから、安全に楽しめる広場として家族連れや地域の保育園に利用されている

ほか、春は花見客でにぎわっています。また、８月に開催している「ふれあい広場健康ま

つり」には、毎年多くの来場者が訪れています。今回の「ふれあい広場」の拡張・リニュ

ーアルオープンにより、より多くの用途で利用できる環境が整備できたと考えています。

今後も「ふれあい広場」を活用して、地域に貢献していく方針です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

 ナビダイヤル:０５７０－０９９６５５ 

     受 付 時 間：平日９：００－１８：００ 

 

 

本資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざま

な事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。 


